
そ
の
主
な
も
の
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

当
初
予
算

歳
入（

市
税
）
市
民
の
個

人
所
得
の
減
少
や
企
業

収
益
の
悪
化
に
よ
り
、

個
人
市
民
税
２
．
５
％

の
減
、
法
人
市
民
税
８
．

２
％
の
減
の
見
込
み
で
、

個
人
・
法
人
市
民
税
総

額
で
２
．
８
％
減
の
25

億
５
千
８
５
９
万
円
と

し
て
い
ま
す
。
固
定
資

産
税
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同

額
の
37
億
９
千
４
５
０

万
円
、
た
ば
こ
税
は
、

や
や
減
少
を
見
込
み
４

億
２
千
３
０
１
万
円
と

し
市
税
総
額
で
、
昨
年

度
比
１
％
減
の
７
４
億

５
千
７
０
０
万
円
と
し

て
い
ま
す
。

（
地
方
交
付
税
）

国
の
地
方
財
政
計
画

と
同
率
で
７
％
増
を
見

込
み
１
３
３
億
１
１
千

万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

（
国
庫
支
出
金
）

こ
ど
も
手
当
の
創
出

で
３
５
．
６
％
の
大
幅

な
増
で
、
４
４
億
６
千

５
６
８
万
円
と
し
て
い

ま
す
。

（
市
債
）

元
利
償
還
に
高
率
の

交
付
税
措
置
の
あ
る

「
旧
合
併
特
例
債
」

「
辺
地
・
過
疎
対
策
債
」

「
臨
時
財
政
対
策
債
」

の
借
り
入
れ
を
基
本
に
、

前
年
度
よ
り
２
千
万
減

の
３
８
億
５
２
０
万
円

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

財
政
調
整
基
金
を
２
億

４
千
５
４
３
万
円
切
り

崩
し
て
い
ま
す
。

歳
出現

在
の
厳
し
い
経
済

状
況
を
踏
ま
え
て
景
気

雇
用
対
策
を
中
心
に
し

た
予
算
で
、
主
に
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
民
生
費
）

こ
ど
も
手
当
の
創
設

な
ど
に
よ
り
１
１
．
９

％
の
大
幅
増
の
１
０
３

億
１
千
９
５
２
万
円
。

（
労
働
費
）

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生

特
別
交
付
事
業
や
緊
急

雇
用
創
出
事
業
の
増
な

ど
で
５
１
．
７
％
増
の

３
億
１
千
５
５
１
万
円
。

（
農
林
水
産
業
費
）

林
業
振
興
を
図
る
た

め
、
日
田
材
需
要
拡
大

緊
急
対
策
、
林
道
コ
ン

ク
リ
ー
ト
舗
装
整
備
を

中
心
に
8.9

％
増
の
２
１

億
６
千
１
９
６
万
円
。

（
商
工
費
）

中
小
企
業
振
興
資
金

特
別
融
資
事
業
で
新
規

の
融
資
枠
１
５
億
円
を

設
け
る
な
ど
、
８
．
９

％
増
の
２
０
億
５
千
５

３
３
万
円
。

（
土
木
費
）

地
域
生
活
道
路
整
備

事
業
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
事
業
中
心
に
１
１
．

９
％
増
の
４
５
億
３
千

７
４
８
万
円
。

（
教
育
費
）

咸
宜
小
学
校
の
耐
震

化
な
ど
で
、
１
７
．
２

％
増
の
３
４
億
８
千
３

７
６
万
円
。

（
公
債
費
）

前
年
度
繰
上
げ
償
還

で
、
２
２
．
７
％
の
大

幅
減
の
５
１
億
８
千
４

３
６
万
円
。

▼

ま
ず
、
我

が
家
の
話
か
ら
。

昨
年
の
暮
れ

今
ま
で
、
二
人

切
り
の
生
活
か

ら
あ
っ
と
言
う

間
に
９
人
の
大

家
族
に
変
身
し

て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
内
孫

が
４
名
で
、
朝

の
通
勤
、
通
学
、
通
園

時
間
帯
の
騒
動
は
大
変

な
も
の
で
、
「
ご
は
ん

を
食
べ
て
」
「
は
よ
着

替
え
ん
か
い
」
「
も
う

遅
る
る
ば
い
」
等
々
怒

号
が
飛
び
交
っ
て
い
ま

す
。
な
ん
と
い
う
喧
騒

か
と
参
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
で
も
二
人
き
り

で
い
た
時
よ
り
も
、
ず
ー
っ

と
充
実
、
安
堵
感
が
あ

る
の
が
不
思
議
で
す
。

▼
今
回
の
予
算
を
見
て

も
解
る
よ
う
に
、
福
祉

等
の
民
生
費
が
突
出
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

団
塊
の
世
代
が
退
職
し

「
少
子
高
齢
化
」
が
益
々

進
み
こ
の
民
生
費
は
、

大
き
く
膨
ら
ん
で
き
ま

す
。
一
番
気
に
な
る
の

が
財
源
の
確
保
、
税
制

が
こ
の
ま
ま
で
ず
っ
て

行
け
る
の
か
、
真
剣
な

論
議
が
要
る
と
思
う
の

で
す
が
、
ど
う
で
す
。
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千
寿
に
ゅ
ー
す

２
月
25
日
に
開
会
し
た
平
成
22
年
第
一
回
定
例
会

は
、
「
認
定
こ
ど
も
園
」
や
「
市
職
員
の
再
任
用
条

例
」
等
を
め
ぐ
り
激
し
い
論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た

が
、
条
例
議
案
26
件
や
当
初
予
算
な
ど
、
す
べ
て
原

案
ど
お
り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

１．景気、雇用対策

・水郷日田プレミアム商品券の５億５千万円への支援

・合併浄化槽設置に対する市単独の補助の上乗せ

・雇用対策で「ふるさと雇用再生特別交付金事業」に１億

３千９９６万円。「緊急雇用創出事業」に８千７９８万

円の予算による雇用機会の創出

２．元気で活躍する日田

・夜明に進出予定の食品関連企業に対する支援

・地場産品のブランド力の強化、卸売市場存続への支援

・日田市活性化の牽引者となる「まちづくり会社」の立ち

上げに向けた検討の開始

３．夢と希望を持てる日田

・水郷日田のブランドづくり

・「小中学校教育環境整備推進計画」の策定

４．楽しく安心して暮らせる日田

・地域福祉コミュニティづくりや障がい者、高齢者福祉の

充実

５．市制７０周年・合併５周年記念事業



小
中
学
校
の
事
務
職
員
の
活
用
を

図
り
、
業
務
の
効
率
化
と
教
員
に

対
す
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
確
立
の

た
め
今
回
大
山
小
学
校
、
東
渓
中

学
校
、
戸
山
中
学
校
の
３
校
に
設

置
す
る
も
の
で
す
。

教
育
現
場
は
大
変

忙
し
く
児
童
と
接
す

る
機
会
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
教
員

に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
に
効
果
が
現

れ
る
よ
う
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。
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３
月
議
会
で
は
、
２
２
年
度

の
予
算
案
と
一
緒
に
、
２
１
年

度
の
補
正
予
算
も
審
議
さ
れ
ま

す
。
現
在
の
厳
し
い
経
済
状
況

を
反
映
し
、
国
は
２
次
わ
た
る

補
正
予
算
を
組
み
、
そ
れ
を
活

用
し
た
事
業
で
す
。
多
く
は
老

朽
化
し
た
施
設
の
改
修
の
前
倒

し
や
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
と

な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
事
業
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

項目 事業名等 補正額（千円） 事業内容

繰
出
金

簡易水道事業特別

会計繰出金
25,882 荒平・天瀬等への配水管移設工事等

公共下水道事業特

別会計繰出金
42,000 汚水管渠整備（花月、日の隈等）

改
修
事
業

市民文化会館改修

事業
8,554

杉木目を活かしたギャラリー壁面への改

修

椿が鼻ハイランド

パーク施設改修
22,238

案内看板の改修、コテージ等宿泊施設及

び風呂の改修

東町児童公園整備 10,500 公園内のトイレの改修

地区公民館施設改

修事業
14,710

大山公民館・光岡公民館・中津江

ホールの改修

整
備
事
業

林道コンクリート

舗装整備事業
60,700

生活道として利用頻度の高い三尾線等５

路線3,320mのコンクリート舗装

地域生活道路整備

事業
61,136 三本松横矢線など620mの改良工事

舗装復旧工事 93,800
若宮三芳校線など2,620mの道路舗装

復旧工事

国
が
進
め
る
「
緑
の

分
権
改
革
推
進
事
業
」

で
日
田
市
が
宇
佐
市
と

共
に
実
証
調
査
を
実
施

す
る
も
の
で
す
。

一
つ
は
、
太
陽
光
発

電
に
関
し
、
日
田
市
が

補
助
金
を
交
付
し
た
１

０
０
世
帯
に
発
電
量
デ
ー

タ
の
収
集
を
行
う
も
の
。

二
つ
目
は
、
下
の
写

真
に
あ
る
小
水
量
発
電

を
落
差
の
な
い
河
川
で

行
う
も
の
で
、
そ
の
発

電
量
や
騒
音
量
を
調
査

す
る
も
の
で
す
。
今
回

は
、
中
野
川
の
本
町
児

童
公
園
横
で
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

順
調
に
行
け
ば
、
今
後

公
共
施
設
や
公
園
等
の

外
灯
と
し
て
利
用
を
順

次
広
げ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

三
つ
目
は
、
林
地
の

残
材
や
製
材
廃
材
・
竹

な
ど
が
木
質
（
林
産
）

バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
利

用
可
能
か
の
調
査
で
す
。

３
項
目
で
３
千
４
０

０
万
円
の
予
算
で
す
が
、

温
暖
化
防
止
対
策
と
し

て
そ
の
結
果
を
大
変
期

待
し
て
い
ま
す
。



今
定
例
会
で
私
が
行
っ
た
、
一

般
質
問
が
新
聞
で
結
構
大
き
く
取

り
扱
わ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
新
年
度
か
ら
設
立
に

向
け
て
取
組
む
「
ま
ち
づ
く
り
会

社
」
の
収
益
生
む
資
源
に
つ
い
て

の
論
議
で
質
問
し
た
時
に
、
市
長

の
答
弁
で
「
隈
地
区
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
屋
形
船
、
鵜
飼
い
等
の
活

性
化
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
関
係
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る

な
ら
ば
、
屋
形
船
を
第
三
セ
ク
タ
ー

か
株
式
会
社
で
所
有
し
て
運
営
し

て
い
く
。
」
等
が
表
明
さ
れ
た
こ

と
に
関
連
し
た
も
の
で
す
。

以
前
か
ら
、
屋
形
船
の
有
効
活

用
に
よ
る
隈
地
区
を
中
心
と
し
た

日
田
市
の
観
光
浮
揚
に
つ
い
て
、

質
問
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
具

体
的
な
運
用
に
関
す
る
回
答
が
あ
っ

た
の
は
始
め
て
で
す
。
か
っ
て

「
日
田
」
は
九
州
一
の
観
光
地
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
心

と
な
っ
て
い
た
の
は
、
「
屋
形
船
」

で
す
。
そ
の
有
効
な
活
用
法
を
探

る
一
歩
が
開
け
る
の
で
な
い
か
と

期
待
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
関
係
者
の
方
か
ら
も
、

期
待
と
不
安
が
入
れ
混
じ
っ
た
意

見
や
質
問
等
を
頂
い
て
い
ま
す
。

私
と
し
て
は
、
利
用
す
る
お
客

さ
ん
の
立
場
で
、
十
分
に
満
足
出

来
る
運
用
方
法
。
何
時
で
も
誰
で

も
気
軽
に
利
用
で
き
、
単
に
宴
会

だ
け
で
な
く
、
散
歩
の
休
憩
所
、

朝
市
の
お
店
、
ま
た
釣
り
船
等
々

の
多
様
な
利
用
が
で
き
る
屋
形
船

に
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
か
ら
、
検
討
を
開
始
す

る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
関
係
者
と

慎
重
で
前
向
き
な
話
合
い
を
強
く

望
む
と
こ
ろ
で
す
。

下
の
記
事
は
４

月
１
日
の
読
売
新

聞
の
も
の
で
す
が

大
変
興
味
深
く
読

み
ま
し
た
。

今
、
全
国
で
小

中
一
貫
校
の
取
組

が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
私
も
昨
年

12
月
議
会
の
議
案

質

疑

の

中

で

、

「
南
部
中
学
校
の

増
改
築
の
問
題
」

で
、
校
区
内
で
小
中
一
貫
校
を
見

据
え
た
建
築
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
い
う
主
旨
の
質
問
を
し
ま
し

た
。
回
答
は
、
「
こ
の
校
区

に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
今
回
大
鶴
の

「
静
修
小
」
と
夜
明
の
「
夜

明
小
」
の
統
合
に
伴
い
、
今

の
「
大
明
中
」
に
施
設
一
体

型
で
実
現
す
る
こ
と
に
な
り

そ
う
で
す
。

こ
の
一
貫
校
を
廻
っ
て
は
、

賛
否
様
々
な
論
議
が
あ
り
ま

す
。
先
進
し
て
い
る
東
京
都

に
先
生
を
し
て
い
る
友
人
の

が
い
ま
す
が
彼
の
資
料
で
は

多
く
が
反
対
で
す
。
し
か
し
、

私
は
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
や
小
５

の
勉
強
の
壁
の
問
題
解
決
に

は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

始
め
て
の
取
組
で
あ
り
、

成
果
を
期
待
し
て
状
況
を
見

守
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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これも昨年の９月の一般質

問で要望していた三隈川の台

霧橋の下の整備と固定堰下の

水漏れの改善について、４月

以降要望した内容に沿った形

で一定の改善ができるとの回

答をもらっています。

台霧橋の下については、

「川を考える会」とも共同で

コンクリートによる舗装を要

望していましたが、コンクリー

トは無理としても利用しやす

く、安全が保てる方法で整備

すると聞いています。

また、固定堰下の水漏れの

改善は、水を除去するパイプ

等の設置で対処となり、一定

の前進と受止めています。



１
月
頃
か
ら
、
噂
と
し
て

は
小
耳
に
は
さ
ん
で
い
ま

し
た
が
、
こ
う
な
る
と
大

変
な
こ
と
に
な
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

議
会
で
行
っ
た
辞
任
の

挨
拶
で
「
行
政
施
行
の
面

で
私
が
補
佐
す
る
面
は
少

な
く
、
（
中
略
）
逆
に
市

長
の
手
法
や
考
え
方
に
つ

い
て
、
私
の
中
で
戸
惑
い

や
違
和
感
が
あ
っ
た
こ
と

も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
」

や
「
こ
う
し
た
不
満
や
不

信
感
が
募
る
現
体
制
の
中

で
、
私
は
副
市
長
と
し
て

の
役
割
や
存
在
価
値
、
必

要
性
を
見
出
せ
ず
、
こ
の

ま
ま
職
に
留
ま
る
こ
と
は

佐
藤
市
政
に
と
り
ま
し
て

も
、
市
議
会
や
市
民
の
皆

様
に
と
り
ま
し
て
も
好
ま

し
い
こ
と
で
は
な
く
、
・
・
・
」

と
市
長
と
の
間
で
市
政
に

つ
い
て
の
考
え
方
の
溝
が

埋
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
っ

を
述
べ
て
い
ま
す
。

ま
た
新
聞
の
報
道
で
は

「
認
識
の
差
」
埋
め
る
こ

と
が
が
出
来
な
か
っ
た
こ

と
等
が
突
然
の
辞
任

の
主
な
理
由
の
よ
う

で
す
。
就
任
当
初
は
、

困
難
な
合
併
協
議
を

ま
と
め
る
な
ど
そ
の

行
政
手
腕
を
高
く
評

価
さ
れ
て
い
た
だ
け

に
非
常
に
残
念
で
す
。

こ
の
辞
任
は
、
今

後
の
市
政
運
営
に
大

き
く
影
響
を
及
ぼ
す

の
で
は
な
い
か
と
懸

念
し
て
い
ま
す
。

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

水
戸
市
が
作
成
し
た
も
の

で
、
内
容
は
、
茨
城
県
水

戸
市
の
弘
道
館
、
栃
木
県

足
利
市
の
足
利
学
校
、
岡

山
県
備
前
市
の
閑
谷
学
校
、

そ
し
て
日
田
市
の
咸
宜
園

を
近
世
日
本
の
学
問
・
教

育
の
遺
産
群
を
、
「
学
び

の
文
化
」
と
し
て
世
界
遺

産
に
登
録
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

日
田
市
も
今
年

度
６
１
５
万
円
の

予
算
で
こ
れ
ら
の

３
市
と
連
携
し
登

録
へ
向
け
て
推
進

し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

世
界
遺
産
へ
の
登
録
は
、

市
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
、

広
瀬
淡
窓
の
名

を
広
く
世
界
へ

知
ら
せ
な
ど
で

日
田
市
の
活
性

化
な
ど
へ
の
効

果
が
期
待
で
き

る
も
の
と
考
え

ま
す
が
、
し
か

し
日
田
市
が
果

た
し
て
世
界
遺

産
に
ふ
さ
わ
し

い
文
教
都
市
と

し
て
教
育
環
境
や
文
化
を

創
り
だ
せ
る
の
か
等
課
題

も
多
く
含
ん
で
い
る
施
策

と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
民
か
ら
は
、
「
今
ど

こ
で
ん
世
界
遺
産
、
遺
産

と
言
っ
て
い
る
。
簡
単
に

出
来
ん
こ
と
を
や
る
よ
り

も
足
も
と
で
も
っ
と
す
る

こ
と
が
あ
る
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
。
」

と
言
う
辛
辣
な
意
見
も
伺
っ

て
い
ま
す
。

第33号 みぞぐち千寿 活動報告 ２０１０年 ４月

ポイ捨て等防

止条例が施行さ

れて以来、市内

のあちこちでグ

リーンのベスト

を着用して朝早

くからごみ拾いをしている人を多

く見かけます。以前は、ポイ捨て

が気になって仕方ありませんでし

たが、今は感心することの方が多

くなりました。身近で行える美化

運動が定着し、水郷日田がより美

しい町になることを強く望んでい

ます。

と云う、叱責、激しいご支援、

声援を近頃よく頂きます。

悲願であった「政権交代」が

なり、大きな期待が寄せられた

にも関わらず、今内閣の支持率

が危険水域の30％近くです。多

くは「政治とカネ」の問題を指

摘されますし私もそう考ます。

政権内では、まだなんら対策を

講じていませんが、国民の鋭い

指摘は日増しに強まっています。

審判が下されるのは、選挙それ

までには何らかの方策を。と願っ

ています。


